
















大　阪　府　に　お　け　る　障　が　い　者　雇　用　施　策　に つ い て





資料１－３





「障がい者雇用日本一・大阪」の実現に向けた新たな目標の設定





障がい者雇用を促進する取組みと実績





















































障がい者の雇用を促進するため、


・障がい者に雇用機会を提供する事業主の誘導・支援（雇用機会の拡大）


・障がい者のスキルアップやきめ細かなサポート等（就労支援）


の両面で取り組みを実施





長期目標





実雇用率で日本一となり、併せて、働きたいと願う障がい者が、適性や個性を活かして仕事に就き、働き続けることができる「障がい者雇用日本一・大阪」をめざす。





中期目標





障がい者の就労支援





事業主の雇用機会の拡大





●平成30年4月からの精神障がい者の雇用義務化を見据え、平成29年度までに実雇用率2.0%以上。


●職業訓練段階から企業支援に至るあらゆるステージで、職場定着を念頭に置いた取組みを進める。


●大阪労働局、福祉部、教育委員会との連携による取組みの強化・推進により次の目標達成をめざす。


①企業等への法定雇用率達成指導や支援を行い、平成29年度に45,600人の障がい者雇用をめざす。


②知的障がい支援学校高等部卒業生の就職率を平成29年度に35%とする。


③平成26年度以降、毎年度1,100人以上の福祉施設利用者を一般就労につなげる。


④公共職業訓練や委託職業訓練を通じて、各年度450人以上（平成29年度500人）を一般就労につなげる。








●職業訓練による就労支援


○公共職業訓練


平成25年度受講者数 　 196人


修了者数  　113人


（就職退校73人）


平成26年度定員数 　　


12科目： 210人


○特別委託訓練


平成25年度受講者数　  151人


修了者数 　 146人


（就職退校3人）


平成26年度定員数 　　


11科目： 155人


○短期委託訓練（多様な委託訓練）


平成25年度受講者数　  450人


修了者数    404人  


平成26年度定員数


37コース：  730人





●OSAKAしごとフィールドによる就職支援


サービス


○障がい者向けのセミナーや職場体験、就職求人情報の提供など就職支援を実施





平成25年度（H25.9～H26.3）


新規登録者数 　　 223人


就職決定者数 　　  62人


  　　　　　　　　　　　


　











■障がい者雇用促進センターによる取り組み


○ハートフル条例に基づく雇用率の達成


指導･支援


【H26.3月末現在】


雇用状況報告提出件数　　　　　2,064社


うち雇い入れ計画提出事業主　　771社


うち達成状況報告書提出事業主　449社


うち達成事業主　　　　　　　　299社


(66.6%)


○特例子会社の設立等支援


○専門家派遣・セミナー開催等による誘導･支援


○事業主と職業訓練生や支援学校生徒、福祉施設利用者等とのマッチング





■ハートフル税制による法人事業税の軽減


○新規設立の「特例子会社」の減税


適用件数（H26.3月末現在） 6件


　　


○新規の「重度障がい者多数雇用法人」の


減税


適用件数（H26.3月末現在） 4件





○「障がい者多数雇用法人」への減税


適用件数（H26.3月末現在）37件





■大阪ハートフル基金を活用した事業の実施


○府民や企業からの寄附金で基金を造成。


障がい者雇用に取組事業主を支援


H26.3月末現在残高　2,650万円


※H26年度から「障がい者サポートカンパニー制度」を基幹事業として位置付け。








参考：大阪の民間事業主の雇用状況の推移





平成26年度の取組み








●精神・発達障がい者職場定着支援事業【新規】（平成26年度予算額　8,176千円）


○精神・発達障がい者職場サポーター養成研修事業


精神障がい者等雇用企業での体験研修やセミナー受講を通じて、障がい特性に対する理解と職場内での強力体制を構築するなど、企業の受け入れ環境を整備する。（年100名養成）


　○精神・発達障がい者雇用管理普及事業


雇用する精神障がい者等のセルフコントロールを積極的にサポートできる雇用管理手法の普及等を進め、企業の定着支援能力を強化する。（50社導入）


●雇用創出基金（地域人づくり事業）を活用した障がい者雇用の促進　


○障がい者の雇用促進事業


企業への働きかけとして雇用セミナーや合同企業説明会の開催、職務切り出しのサポートなどを総合的に実施することにより雇用機会の創出・拡大を促し、障がい者に対しては模擬面接会の実施や短期のソーシャルスキルズトレーニングなどの就職支援事業を行い、企業と障がい者の結びつけを行う。


●ＯＳＡＫＡしごとフィールドの機能強化


○模擬職場体験施設「ハートフルカフェ」の開設


障がい者の就職に向けた「販売体験実習」や「ものづくり体験実習」などの模擬職場体験を行うハートフルカフェをＯＳＡＫＡしごとフィールド内に開設（H26.4.21）


●他部局との連携事業


　○障がい者サポートカンパニー制度【新規】（連携：福祉部）（平成26年度予算額　1,254千円）


障がい者の雇用や就労支援を積極的に実施する企業等を登録し、その取り組みを広く周知するとともに、障がい者雇用の機運の醸成と拡大を図る。


○企業に対する支援学校等生徒の雇用支援事業（連携：教育委員会）


支援学校生徒等へのカウンセリングと併せて、職場体験実習先や就職先を開拓し、求人企業等と生徒とのマッチングや職場定着まで一環した支援を行う。








